
　
本
市
と
の
域
学
連
携
を
通
じ
て
、
鹿
角

を
再
訪
す
る
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
本
市
の
地
域
資
源
や
人
の
温
か
さ
に

触
れ
た
学
生
の
心
に
、
鹿
角
が
新
た
な
拠

点
と
し
て
刻
ま
れ
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
言
え
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
４
月
、
本
市
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
東
京
都
の
武

蔵
野
大
学
に
、
世
界
初
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
学
部
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
本
市

で
は
、
第
７
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
中
で
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
市

民
と
一
緒
に
実
現
し
て
い
く
た
め
、
こ
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
長
期
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
令
和
８
年
度
か
ら
の
誘
致
を
目

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
人
々
が
身

体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
せ
と
訳
さ
れ

る
こ
と
が
多
い「
ハ
ピ
ネ
ス
」が
一
時
的・

瞬
時
の
精
神
的
な
面
で
の
幸
せ
で
あ
る
の

に
対
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
社
会
的

な
面
も
含
め
、
多
面
的
・
持
続
的
な
幸
せ

と
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
一
つ
に
は
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
し
て

よ
り
良
い
生
活
を
送
り
、
充
実
し
た
人
生

を
実
現
で
き
る
か
を
探
求
す
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

こ
と
で
す
。
幸
せ
な
人
は
創
造
性
が
３
倍

高
い
、
生
産
性
が
１・
３
倍
高
い
、
寿
命

が
７
年
か
ら
10
年
長
く
健
康
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
数
値
と
し
て
明
ら
か
と
な
り
、
社

会
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
地

位
財
（
お
金
、
モ
ノ
、
地
位
の
よ
う
に
他

人
と
比
べ
ら
れ
る
財
）か
ら
非
地
位
財（
幸

せ
や
健
康
な
ど
、
他
人
と
比
べ
る
も
の
で

は
な
く
自
分
の
中
で
昇
華
さ
せ
る
財
）
へ

と
価
値
観
が
移
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
国
も
ポ
ス
ト
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指
す
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
も
「
住
民

福
祉
の
向
上
」
を
成
長
戦
略
の
中
心
に
位

置
付
け
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
ま
ち
づ

く
り
を
結
ん
だ
政
策
展
開
が
加
速
し
て
い

ま
す
。

　ウェルビーイングに対する理解を深める
ための市民公開講座を開催します。申し込
みは不要で、参加費は無料ですので、お気
軽にご参加ください。
○日時　6 月 4日㊌�10 時～ 11時 30 分
○場所　交流センター�講堂
○�講師　前野�隆

たか し

司�氏（武蔵野大学ウェル
ビーイング学部長）

指
し
て
お
り
、
共
同
研
究
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
参
加

い
た
だ
き
、一
緒
に
「
心
豊
か
な
暮
ら
し
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
１
月
に
開
催
し
た
「
か
づ
の
未
来
の

若
者
会
議
」
で
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
、
人

の
つ
な
が
り
の
強
さ
が
本
市
の
強
み
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
に
は
、
本

市
の
強
み
で
あ
る 

人
の
つ
な
が
り
（
輪
） 

を

若
者
へ
と
広
げ
、
社
会
と
協
力
し
な
が
ら
若

者
に
希
望
を
与
え
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
必

要
性
が
市
に
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
重

視
し
、
社
会
的
に
幸
せ
な
状
態
が
続
く
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
概
念
に
着
目
し
て
い
ま

す
。
若
者
の
流
出
が
進
み
、「
モ
ノ
の
豊
か

さ
」
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
」
へ
と
時
代
が
変

化
し
て
き
て
い
る
中
で
、
若
者
が
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
ま
ち
を
形
成
し
て
い
く
た
め

に
は
、
自
分
ら
し
く
輝
く
こ
と
が
で
き
、
地

域
に
根
ざ
し
た
幸
せ
の
あ
り
方
を
追
求
し
、

こ
の
ま
ち
の
暮
ら
し
に
「
幸
せ
を
実
感
」
で

き
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
重
視
し
た

社
会
的
な
幸
せ
に
注
目

武
蔵
野
大
学
と
の
共
同
研
究

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
？

な
ぜ
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
？

武蔵野大学市民公開講座のご案内

ウェルビーイングってなんだろう？
ー市民の幸福感が向上するウェルビーイングなまちづくりー

鹿
角
市
民
に
と
っ
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
っ
て
？

↑市内全中学校と鹿角高
校の代表生徒 15 人が、
鹿角の未来について話し
合った「かづの未来の若
者会議」。

↑域学連携プログラム後も、自主的
に来市する首都圏の学生たち。市内
では、心豊かな暮らしを体験しなが
ら、本市の魅力を高める活動に取り
組みました。

▲ウェルビーイングの概念図

　Well-being(広義の健康 )　

（狭義の）
健康

幸せ
幸福 福祉

良好な 状態

happiness

感情としての
幸せ

楽しい 嬉しい

チャレンジ精神
視野の広さ やる気

思いやり

一人ひとりが、自分らしく
幸せを実感できる地域へ
ーウェルビーイングなまちづくりー

前野�隆司�氏

【プロフィール】1984 年東京工
業大学（現東京科学大学）卒業、�
1986 年同大学修士修了。キヤ
ノン株式会社、カリフォルニア
大学バークレー校訪問研究員、
慶応義塾大学教授、ハーバード
大学訪問教授などを経て、武蔵
野大学ウェルビーイング学部長、

慶応義塾大学名誉教授。博士（工学）。『幸せな職場の経営学』
（2019 年）、『幸せのメカニズム』（2013 年）、『脳はなぜ「心」
を作ったか』（2004 年）など多数。専門は、幸福学、イノベー
ション教育など。

�中高生から出され
た " つながり ” と
いうキーワード→

”

”

　近年、ウェルビーイング（Well-being）という言葉を耳にしたことはありませんか。
　ウェルビーイングは、世界保健機関（WHO）の憲章で初めて登場した言葉であり、人々が身体的・精
神的・社会的に「良好な状態」にあることを意味し、個人としてだけでなく、社会全体として幸せを感
じる状態を言います。「モノの豊かさ」から「心の豊かさ」を求められる時代へと変化している中で、本
市は、一人ひとりが自分らしく幸せを実感できる地域を目指し、ウェルビーイングの視点をまちづくり
に取り入れることを目指しています。
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